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水稲新品種‘まっしぐら'は，青森県農業試験場(現 青森県農林総合研究センター)において， r中
生j熟期でいもち病抵抗性と障害型耐冷性が強い極良食味品種の育成を目標に奥羽341号'を母， ‘由形40
号'を父として人工交配を行い，その後代から育成された梗種である。 1999年から‘青系138号'の系統名

で「あおもり米優良品種の選定試験(水稲奨励品種決定調査)Jに供試され， 2005年3月に奨励品種に指定

された。

‘まっしぐら'の出穏期は‘むつほまれ'より 1日程度， ‘ゆめあかり'より 1~2 日税度遅く，成熟期

は‘むつほまれ'並で， ‘ゆめあかり'より 2~3 日程度遅く，熟期は「中生の早」に属する O 草型は円高

穂重型jで，秤長は f短梓J.倒伏抵抗性は f強」である O 穂苧期の障害型耐冷性は「やや強」で，いもち

荊抵抗性は「強jである。収量性は‘ゆめあかり'よりやや高く， ‘むつほまれ'よりやや低い。玄米千粒

重は‘むつほまれ'よりやや重く，玄米品質は‘むつほまれ'並である O 食味は ‘むつほまれ'より明ら

かにまさり， ‘つがるロマン'並の「上中」である。

水稲@育種@新品種@員食味

1.はしがき

本品種は，青森県農林総合研究センター(旧

青森県農業試験場，以下同様)において育成さ

れ， 2004年2月に青森県の認定品種， 2005年3丹

に奨励品種に指定され，同年12月に‘まっしぐら

と命名された。ここに，本品種の来授や育成経

過並びに主要特性について報告する。

本品種の育成に関し青森県農林総合研究セン

ターの関係各位に深く感謝の意を表する O

2006年11月20日受理

*1)現青森県農林総合研究センター 水稲育撞部
切現青森県農林総合研究センター 水稲栽培部
叩現青森県農林水産部農産盟芸課
ザ現青森県農林稔合研究センター 企画経営室
率則元職員

rr.育成の背景及び育種目諜

全国的に米の消費量が減少する中，米主産県で

は新品種開発等の消費者・市場重視の視点に立っ

た「売れる米づくり Jの取り組みを進めている。

このような中で，青森県では1988年に良食味品種

‘つがるおとめ. ， 1997年に‘つがるおとめ， 4) 

に替わる‘あきたこまち 級の良質良食味品種

‘つがるロマン. 5) 1999年に‘むつほまれ. 7) 

に替わる良質良食味品種‘ゆめあかり， 3) を奨励
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品種に指定し県産米競争力強化のための品種開

発を進めてきた。

これら良食味品種が普及することにより，県産

米の評価は徐々に高まってきたが，他県の銘柄米

と比べると依然として競争力が低い状況にある O

一方，食味のレベルは全国的に底上げされ，産地

問・品種間の食味格差は縮小してきている O 更

に，泊費者の食に対する「安全・安心」ゃ「健

康J志向も一層の高まりを見せ，産地開競争はこ

れまで以上に激化すると予想される。

このため，青森県では，本県の厳しい気象条件

;ぺ]一中部49~1

に適応し，安定生産が可能な極良食味品種，省

力・低コスト生産が可能な直播向け品麓，加工

用・業務用などの各種用途向け品麓の早期開発を

目標に品謹育成を行ってきた。

以上のような背景のもと，本品種は. r中生」
熟期でいもち病抵抗性と障害型耐冷性が強い櫨良

食味品犠の育成を目標に，多収・良食味でいもち

病抵抗性が強い‘奥羽341号'を母とし，良質・良

食味でいもち病抵抗性の強い‘山形40号'を父と

して交配を行い，育成を進めてきたものである O

第I図にその系譜を示した。

トー奥~~341号

トー秋田 31号---l

奥羽292号----1あきたこまち)

北陸99号「

卜一住内 32号

コシヒカリー.Jはなの舞)

ふ系104号

'キ

び系 94号

山形 40号

第 1図 ‘まっしぐら'の系譜

m.育成経過

育成経過を第 1表に示した。 以下に各世代にお

ける選抜の概要を述べる。

1 .交配 (1993年8丹)

青森県農業試験場において， ‘奥羽341号'を

母. 'UJ形40号'を父として温湯除雄法により人

工交配を行い. 73粒の種子を得た。

2. Fl世代 (1993年 9 月 ~1994年 3 月)

温室内で8個体を栽培して世代促進を行い. F2 

種子を個体別に採種した。

3. F2 ・ F3 ・ F4世代 (1994年 4 月 ~1995年 3 丹)

F2かられまでの各世代は. Fl個体別に温室で 8

集団を養成し. F2世代で、は700個体. F3世代では

2.000個体を養成して，全メ5り採種した。また，圏

場で、はFd自体別に採種したF2個体それぞれ10個体

をl本植えとし自殖の無いことを確認した。こ

のため，日世代で、は 8集団を込みにして2，400個体

を温室で養成し全刈り採種した。

4. F5世代 (1995年 4 丹 ~1995年10月)

2.050個体を 1株 1本植えで集開栽培し，個体

選抜を実施した。間場で74個体を選抜し更に室

内で玄米の品質調査を行い. 25僧体を選抜し次年

度の系統種子とした。集団の立毛評値は「ム(中

庸)Jで，梓長の分離が大きく，梓質がやや弱

く，収量性はあるが登熟が運かった。熟期割合は

「中生」個体が60%. r晩生J1田体が40%であっ

た。品質評儲は「ム(中)Jで玄米光沢が良好で



25 

青森農林総研研報第41号 (2007)

あったO

5. F6世代 (1996年 4 月 ~1996年10月)

前年度選抜した25個体を25系統として. 1系統

24伺体ずつの系統栽培を行ったO 系統全体の立毛

評価は「ムO(やや良)Jで. r中生」から f中
日免生jの熟期で. r短梓」で葉いもちの強い系統

が多かった。草型，出穂期，玄米品質，食味関連

特性などを総合的に検討した結果. 25系統から 3

系統を選抜し各系統から 3個体を選抜して次年

度の系統とした。系統番号96PL825(後の‘まっ

しぐら. )の立毛評価は「ムO(やや良)Jで，

短秤で梓質がやや強く，粒着密度は「やや密粒J
で¥登熟は良いが収量性がやや低かった。

6. F7世代 (1997年 4 丹 ~1997年10月)

前年度選抜した 3系統9個体を 3系統群 9系統

として. 1系統60個体ずつの系統栽培を行った。

このほかに，生産力検定予備試験及びいもち病抵

抗性，障害型耐冷性，穂発芽性などの特性検定試

験に供試したO 各系統とも 障害型酎冷性は「や

や強J，いもち病抵抗性は葉いもち・穂いもちと

もに「強J.干11発芽性は「難」であった。特性を

総合的に検討した結果， 3系統の中から，短強梓

で，収量性が高く，玄米品質と食味が良好な 1系

統を選抜し ‘黒1931' (後の‘まっしぐら， ) 

の系統番号を付して，次年度も検討を継続するこ

ととした。

7. Fs世代 (1998年 4 丹 ~1998年10月)

前年度選抜した 1系統5個体を 1系統群5系統

として. 1系統60個体の系統栽培を行い，このほ

かに生産力検定本試験及び特性検定試験に供試し

た。 収量，玄米品質，食味，障害型耐冷性，いも

ち病抵抗性などの特性を総合的に検討した結果，

有望と判断し， ‘黒1931 に‘青系138号'の地方

番号を付して，奨励品種決定調査への配付を開始

することとした。

8. F9世代 (1999年)以降

前年度同様，系統栽培を行い，生産力検定本試

験及び特性検定試験に供試するとともに， rあお

もり米優良品種の選定試験(水稲奨励品韓決定調

査)Jに供試され，奨励品種候補の検討が開始さ

れた。

その結果， ‘青系138号'は，食味，いもち病抵

抗性，障害型耐冷性などの特性が優れていると認

められ， 2004年 2月に青森県の第 2韓認定品種

(奨励品種指定前において市場調査を行うために

試作する水稲の品種)に指定され，雑種第14代

(F14世代)で育成を完了した。 2004年には試作栽

培を実施し米卸業者に対する産米の市場調査も

良好な評価を受けたことから，県産業務用米の競

争力強化と安定生産を図るため， 2005年 3月に青

森県の奨励品種に指定された。

本品種の育成に要した年数は11年である O な

お，本品種は‘まっしぐら の名称で2005年11月

に穣苗法に基づく品種登録を出願しており， 2005 

年11月14日付農林水産省告示第883号により出願が

公表されている。

第 1表育成経過

主ド 次 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 

ilt 代 交同日 Fl F，.Fl.F， Fo F6 F7 Fs F9 FlO Fn F12 F13 Fj.j Flo 

交自己・:集団・

系統番号
交 日

[1811

田

7127

田

f i r r y 1 6 f 1 6(組合せ) F1-42BBFF34
古

25Se一
田留置掴臨盟国型護軍盟理 → → 

奥羽341号

/UJ1臥O号 842 ¥ 1865 ¥ 2770 ¥ 2085 ¥ 3030 ¥ 3020 ¥ 3020 ¥ 3020 

系統群数 3 1 1 1 1 I 1 

系統数 8 25 9 5 5 5 5 5 5 
試 f関体 数 73Y) 8 700~2400 2050 24z) 6Oz) 

60Z) 

60z) 6Oz) 60z) 
60Z) 60z) 

選 系統群数 l l l l 1 1 1 

系統数 8 3 1 l l 1 l 1 
抜 個体数 8 2400 25 9 5 5 b 5 5 5 20 

世代 〉個体 系統 ラ黒1931 脊系138号 〉まっしぐら

俄考 促進 選抜 選抜 生産カ 三み (命名)

(i昆窓) 検定 あおもり米 〉

{愛良品稜選 認定品稜奨励品稜

定試験に配付

1主.仁コは選抜系統を示す。 y)結実殺数 z) 1系統内の個体数。
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N.特性の概要

1 .形態的特性

‘まっしぐら'の育成地における形態的特性

は，第2表~第5表に示す通りである O

移植時の苗丈は‘ゆめあかり'より長く ‘むつ

ほまれ'並の「やや長J.葉色は‘ゆめあかり'

より iß~ く ‘むつほまれ'並の riß~緑J である O

梓長は‘むつほまれ' ‘ゆめあかり'より短い

「短梓Jで，穂長は‘むつほまれ' ‘ゆめあか

り'並，穂数は‘ゆめあかり'よりやや少なく

‘むつほまれ'並で，草型が「偏穂重型Jの摂種

である(写真 1・写真 2)。止葉の長さは‘むつ

ほまれ' ‘ゆめあかり'並で，直立する O 稗は

‘ゆめあかり'よりやや太く ‘むつほまれ'並の

「太」で，稗質は「隅」である O 倒伏抵抗性は

‘むつほまれ' ‘ゆめあかり'並の「強Jであ

るO 粒着密度は‘むつほまれ' より諌で‘ゆめあ

かり'並の「やや密J，籾には「極短~短」ので

を生じ，穎色及びふ先色は「黄白J. H見粒性は

であるO

玄米の形は‘むつほまれ .ゆめあかり'並の

円」に属し粒長は‘むつほまれ' ‘ゆめあ

かり'よりやや長く 粒 11届・粒厚は‘むつほま

れ'並で‘ゆめあかり'よりやや広く，やや淳い

(写真3) 0 

2. 生態的特性

(1) 早晩性

出聴期は‘むつほまれ より 1日程度， ‘ゆめ

あかり'より 1~2 日程度遅く，成熟期は‘むつ

ほまれ'並で， ‘ゆめあかり'より 2~3 日程度

遅く，熟期は‘むつlままれ' ‘ゆめあかり' と同

じ「中生の早」に属する O

(2) いもち病抵抗性

真性抵抗性遺伝子型は，ガラス室内で4欝株の

臨子懸濁液を幼苗に噴霧装種6) しその反応から

推定した O その結果，第 6表に示したように

fっしぐら'の真性抵抗性遺伝子型は丹・a.日7と

推定された。

葉いもち闘場抵抗性検定は畑晩播法6)による幼

苦検定で行い，穂いもち画場抵抗性検定は本田に

おける多肥栽培法6) により行った。第 7表・第 8

表に示したように， ‘まっしぐら'の葉いもち園

場抵抗性及び穂、いもち圏場抵抗性は， ともに

強jと判定された。なお，東北地域における新

基準品種1) 2) による判定では，穂いもち臨場抵抗

性は「やや強jと判定された。

(3) 障害型前冷性

穂苧期の障害型耐冷性の検定は但温深水法6)

で，開花期の樟害型耐冷性の検定は人工気象室を

利用して行った。第 9表・第10表に示したように

‘まっしぐら'の穂平期の障害型i肘冷性は‘むつ

ほまれ'より強く， ‘ゆめあかり'より弱い「や

や強jと判定された。また，開花期の障害型耐冷

性は‘むつほまれ'より強く， ‘ゆめあかり'並

の「強Jと判定された。

(4) 穂発芽性

生産力検定試験における穂発芽性検定結果を

第11表に示した O ‘まっしぐら'の穂発芽性は

‘むつほまれ' ‘ゆめあかり'より発芽しにくい

「難Jと判定された。

3. 登熟性

生産力検定試験における登熟調査結果を第四表

に示したO ‘まっしぐら'の 1穂当たり籾数は，

‘むつほまれ'よりやや少なく ‘ゆめあかり'並

で rrl当たり籾数は， ‘ゆめあかり' ‘むつほま

れ'よりやや少なく，一次枝梗籾数割合は‘ゆめ

あかり'並で‘むつほまれ'よりやや多かった。

また，登熟歩合は‘ゆめあかり' ‘むつlままれ'

並であった。

第2表 形態的特性(生産力検定試験，育成地. 1997 ~ 2004年)

移植時 梓 主主身 止薬 で ふ先色 粒着 脱粒 玄米

品種名

苗丈 葉色 部j太 同IJ柔 色 長さ 直立 有無 長短 穎包 密度 ↑笠 % 大小

まっしぐらやや長 淡緑 太 附 i炎緑 中 立 子存 極短~短黄白 やや密 現主 半月 やや小

むつほまれやや主主 淡緑 太 悶1 j炎緑 中 立 子釘 極短 資自 密 難 半円 やや小

ゆめあかり やや銭 緑 やや太 側 品表 中 やや立 有 極短 黄白 やや密 難 半円 やや小
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第3表生育調査(生産力検定試験，育成地)

総月巴 試験 H:l穏期 成熟期 務長 稔;長 穂数 同支訂
品種名 程度

条件 年次 (月.日月.日 (cm) (cm) 本 /rrll (0 5) 

1997年 8. 3 9. 21 73 18. 4 388 O. 0 
1998主fo 8. 6 9. 24 67 16. 9 354 O. 0 
1999年 7.31 9. 6 70 16. 9 406 O. 0 
2000 年 7.30 9.10 74 17.3 529 0.0 

まっしぐら 2001年 8. 5 9. 21 76 18. 4 447 O. 0 
2002 ifo 8. 5 9. 24 79 17. 9 451 O. 0 
2003年 8. 6 9. 23 65 16. 8 395 O. 0 
2004年 7.28 9. 15 67 17. 6 351 O. 0 
司王均 1w) 8. 3 9. 18 71 17. 5 415 O. 0 
司王土台 2x) 8. 2 9.17 72 17.5 430 0.0 
1997 ir 8. 3 9.24 83 17.1 400 0.0 
1998年 8. 5 9. 24 75 17. 5 393 O. 0 
1999年 7.31 9. 7 74 17.3 425 0.0 

標目白む 2000ilo 7. 30 9. 9 77 16. 7 431 O. 0 
むつはまれ 2001 iド 8. 3 9. 23 81 18. 3 465 2. 5 

2002 iド 8.4 9. 24 84 16. 7 429 O. 0 
2003 iド 8. 5 9.20 67 16.4 384 0.0 
2004年 7司 28 9. 16 70 16.9 381 0.8 
平有一一一一一一---g:-lff---……… 76 一一一~-------日:了一一一一一-1IZ--e 一一一 0.4

平均 2x) 8. 1 9. 17 76 17. 1 419 O. 6 
1997 ij二
1998年
1999 if:. 7.30 9. 5 70 17.3 444 0.0 
2000年 7.29 9. 8 78 17. 7 497 O. 0 

ゆめあかり 2001 .ijo 8. 2 9. 19 80 19.3 469 2.5 
2002 iド 8.4 9. 22 84 18. 7 463 O. 0 
2003 "ド 8. 4 9. 18 69 16. 6 400 O. 0 
2004 ir 7. 27 9. 13 67 18. 2 397 O. 8 

.司骨時司偏平}~T\\:j一一ー一一一一一二一句伺司時一一一一一一一二一

司王上旬 2x) 8. 1 9. 14 75 18.0 445 0.6 
1997 iド
19985j:. 8. 8 9. 28 73 17. 1 437 O. 0 
1999 if 8. 1 9. 11 79 18. 2 562 O. 0 
2000 51' 7. 31 9. 12 77 18. 2 569 1. 0 

まっしぐら 2001 Ojo 8. 7 9. 25 83 18. 4 495 5. 0 
2002 il:. 8. 6 9.26 84 17.7 507 0.0 
2003年 8. 6 9. 26 69 17. 7 519 O. 0 

一___~_QQ4_主…一一一一一ζ~?-一 一一一一一 9.20一一一一一一一 76 ー一一一一 19.0 一一一一一一____~2~_ 一一一一一 1ニ旦…
平均3y) 8. 4 9. 21 77 18. 0 522 1. 0 
平均2x) 8. 3 9. 20 78 18. 2 536 1. 2 
1997年
1998年 8. 6 9. 28 80 17. 5 520 2. 5 
1999年 7.31 9. 11 81 18. 2 519 O. 5 
2000年 7.30 9.13 84 17.2 561 4.5 

多肥 v) むつほまれ 2001年 8. 6 9. 25 88 18. 8 544 5. 0 
2002.ijo 8. 4 9.28 89 17.6 519 3.5 
2003 .ijo 8. 6 9. 23 70 17. 3 532 O. 0 
2004年 7.28 9. 19 79 18. 7 500 1. 0 

-----平首3す司一一一一一玄 3一一一一一一----9.-2i-----一一一一一蕊一一一一一一一一--17:-9-----ー一一一一一語5一一一一一一一 2.百

王F均 2x) 8. 2 9. 20 82 18. 0 529 2. 4 
1997年
1998年
1999年 7.31 9. 9 77 18. 2 568 O. 8 
2000年 7.29 9. 10 84 19. 1 629 4. 5 

ゆめあかり 2001年 8. 5 9.25 87 19.7 543 5.0 
2002年 8.4 9. 25 89 18. 9 542 2. 5 
2003年 8.4 9. 21 73 17. 6 502 O. 0 
2004年 7.27 9. 15 77 18. 8 513 1. 0 

一一平:flf3-yY-一一一一一一了一一一一一一二一一一一一一一一一二一一一一一一一一二一一一一一一一一二一一一一一一一一一二

平均2xJ 8. 1 9. 18 81 18. 7 550 2. 3 

注 u)標肥(皇室素成分):基肥 0.8+追肥0.2kg/a，追肥時期は幼穏形成期。

v)多肥(窒素成分):基肥1.2+追肥0.4kg/a，追肥l時期は幼穂形成期。

れ)平均 1: 1997 ~ 2004 i手の平均。 x)平均2: 1999 ~ 2004年の平均。 y)平均 3: 1998 ~ 20例年の平均o
z) 0 (無) ~ 5 (主主)。

27 
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第4表 玄米の粒形(生産力検定試験.育成地)

試験年次
粒長 粒中高 あ~1JJ!. 粒長/粒I偏

1. 78 

2002年 5. 03 2.85 2. 12 1. 77 

5.07 2. 80 2.11 1. 81 

5. 20 2. 78 2. 04 1. 87 

2003年 5. 14 2.82 2.06 1. 82 

5. 07 2. 73 1. 97 1. 86 

5. 24 2. 80 2. 09 1. 87 

2004~f. 5.04 2. 80 2.05 1. 80 

14 2. 72 2. 1. 89 

まっし 2. 83 2. 09 1. 84 

平均 むつ[ままれ 2. 82 2. 08 1. 80 

ゆめあかり 5.09 2. 75 2.05 1. 85 

注 様)j~ (笠霊長成分) : Jj~)J巴0.8+ 追)j~0. 2kg/a. 迫肥11寺}ザjは幼穂形成刻。粒Jf!-1.9mmの前iで選~Ijした玄米を20粒，

校長x校幅

(mm') 

15.07 

14. 30 

14.21 

14.46 

14.49 

13. 85 

14.67 

14.11 

13. 98 

14. 74 

14. 30 

14. 00 

2反復調査。

第5表 玄米の校厚分布(生産力検定試験，育成地)

試験年次 1111種1"1
>2.2mm >2.1mm >2.0mm >1.9mm <1. 9mm 1. 9mm~:U二

20. 1 47. 9 22. 6 5. 2 4. 2 95. 8 

2002年 19. 7 50. 6 21. 2 5. 0 3. 5 96. 5 

6. 0 31. 1 8. 0 6. 0 94.0 

1. 1 17.5 52. 5 21. 6 7. 3 92. 7 

2003of. 2. 0 20. 2 49.4 21. 2 7. 2 92. 8 

2 4. 7 34. 4 16.8 83. 2 

っし 33. 2 必~Q 12.7 5. 0 95. 1 

2004~j:ô むつほまれ 7. 4 26. 9 44. 6 16. 3 4. 8 95. 2 

ゆめあか 19. 9 20. 5 7.1 93. 0 

まっし ら 32. 9 38‘4 13. 2 5. 5 94.6 

王子 均 むつ lままれ 9. 7 32. 6 38. 4 14. 2 5. 2 94. 9 

ゆめあかり 3. 7 24. 5 40. 9 21. 0 10.0 90. 1 

注.襟)j~ (窓義成分) : JIた)氾0.8+ill.Jl巴O.2kg/ a. iß. H巴Il~mjは幼穂形成期。 200g調査. 2反復。下線はi!'k:!}lHu立を不す。

第6表 いもち病真性抵抗性遺伝子型の推定(育成地， 1997~2004年)

接極的株名(レ スのコード番号) 推定

品種 名 長69-150

(007) 

S 

Kyu87 375 

(033) 

TH68-140 

(035) 

研60-19

(037) 

アキヒカリ S R

S

S

 

円、U

円、U

円、υ

a
・7

k

乃

九

月
ヨネシロ S R 
タツミモチ R S 

注噴霧接種法による。表中の Sは議病性反応. Rは抵抗性反応。
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1997~f. 

第ア表葉いもち臨場抵抗性検定(育成地)

2000年{必推

fflf ;nI[名選f;:;

子型

まっしぐら Pia， pjj 

ヨネシロ Pii 

つがるロマン Pia.乃}

j態坂 5 号 乃7

ゆめあかり Pia. Pii 

千 ナバワセ 万l

五百万イゴ Pii 

発病

干'JU支
判定

1998~f. 

発病

程度

ん必
d
1
a
 

1999年

病

皮

一

8

一
9

発

程

一

三

一

三

病

度

一

8

一
4

5

発
程
一
之
一

a

a

判定 判定

3.8 

4.8 

強

主主強

4. 7 強

主主qih

やや強

主主強

Sfti 

主主i速

やや ~IÍt

6.1 

!:J. !:J 

5. 9 

6. 9 

7. 0 ~IJ 

8.0 

8.2 KJfj 

4. 2 やや強

4. 6 qJ 4.4 やや弱~中

4. 4 やや弱~中5.1 

6.1 やや弱

6.8 一盛一

5. 3 

4.6 

一単一ー

やや弱

推定

品 続全 " 巡伝

子滋

まっしぐら Pia 乃}

200Uf. 

発病 判定

手!rltt

5. 4 強

5. 9 主主強

5. 7 やや強

6.9 flJ 

6. 9 仁t

8. 2 

7. 8 l.l~ 

ヨネシロ Pii 

つがるロマン Pia，万〉

藤坂 5 万}司I

ゆめあかり 乃;a.pjj 

イナノtワセ Pii 

五百万正l 乃7

2002年

発病 判定

おうiE

5.3 5rti 

6. 3 主主強

5. 7 やや強

6.8 f:l:I 

6. 2 やや強

7. 7 一盛一

7. 3 やや弱

2003ijo 

発病 判定

程度

4.4 やや強

4. 2 主主強

4. 9 や

5.1 中

5. 5 やや弱

6. 3 盟-

6. 6 l.l~ 

2004ijo 

発病 判定

程度

5. 1 riJ 

4.0 全土並

5.3 中

6. 1 やや1m

5. 9 ややß~J

6. 9 生-

7. 2 îj~ 

品種名 遺伝

推定 平均

発病 判定

子裂 程度

まっ し ぐ ら Pia.乃7

ヨネシロ 乃7

つがるロマン Pia 乃}

藤坂 5 号 わl

ゆめあかり 乃a，pjj 

イナバワセ Pii 

4.4 5.虫

4.8 主主強

4. 9 やや強

5. 7 中

5. 7 中

6. 9 豆主一

五百万石 乃;i 6.9 弱

注.検定は畑晩播i去による。発病程度は，いもち病抵抗性調査基準による o(無発病) ~10 (全茎葉枯死)の11段階の指数で，発

病の前期，中期，後期の3回調査の平均値で示した。下線は基準品種の評{版。
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第8表穂、いもち間場抵抗性検定(育成地)

推定 1997年 1998年 1999~f 

品種名 遺伝 出穏期 発病 判定 出穏期 発病 判定 出穏期 発病 判定

子殺 (月.日) 程度 (月.B) 程度 (月.日) 程度

まっしぐら Pia， Pii 8. 7 3. 3 5虫 8. 8 5. 5 強 8. 4 2. 3 主主強
-・・・・・・・・・・ーー・・・・・幽・e・ a砂幽曲岨幽幽幽幽向骨骨司色噌"明開帽W 情---開"骨骨帽拘拘噌曹司噌邑畠_.・a台育峰岬幽幽値幽幽畠晶値曲幽色白台崎幽幽曲幽値畠晶画色幽幽曲崎色晶幽峰司御園M幽幽色合幽曲曲幽幽合曲幽幽--------------明特司岬曲組曲曲幽幽幽曲幽曲岨昌也飴幽幽岨噌開帽曹司---幽幽噌腎明開._-----曲岨幽幽勘昌也ーーーー幽幽

ヨ ネシ ロ fラi 8. 9 3. 7 8. 9 4. 5 i主 8. 1 3. 5 i主

たかねみのり fラ7

つカfるロマン fう;a.Pii 8. 4 4. 3 やや強

藤波 5 号 Pii 8. 5 7. 0 ごと 8. 5 10.0 三ι 7. 30 6.0 

ゆめあかり 乃;a.1う7 8. 1 6.0 中

推定 2000年 2001年 2002年

品滋名 遺伝 出穂WJ 発病 判定 Il¥穂期 発病 判定 1l¥1!JljlJj 発病 判定

子製 (凡日) 程度 (月.日) 穏度 (月.日) 程度

まっしぐら fラ;a.1う7 7. 30 2. 6 概強 8. 2 2. 5 極強 8. 6 4. 3 強
幽白幽曲幽合幽岨幽幽岨幽岨色合曲岨幽幽曲曲品企幽世幽幽世幽値幽.-曲幽---曲幽幽邑唱曲色合色合企喧幽幽色合曲_.色岨幽幽幽幽合幽岨幽幽・._-幽凶砂岨薗幽幽・ー・・・・回・・・・・・ー・---------------------------冒----暢帽開 F 晴明--司喧幽晶幽司邑曲幽幽合曲幽幽.-幽陸値副..  砂骨量副齢世岨晶凶齢世幽幽曲働幽幽曲金値曲畠e・e曲司骨司._.亭司.-明開胃亭明開閉明開帽骨開'

ヨ ネ シロ Pii 7. 30 3. 4 i車一一一
8. 1 3. 1 8. 6 4. 2 i車一

たかねみのり 乃}

つがるロマン Pia.l毛色 7. 31 5. 2 tド~やや強 8. 2 4. 8 rp 8. 7 5. 5 やや強~強

目芸 ;奴 S 号 万l 7. 30 5. 6 ヱ~ 7.31 4. 7 8. 4 8. 4 

ゆ めあかり Pia， Pii 7.29 8. 2 桜弱~弱 7. 31 5. 0 lド 8. 5 6.8 中~やや強

推定 2003年 2004年 平均y)

品穣名 遺伝 出稼j切 発病 判定 出穏期 発病 判定 出穏期 発病 判定判定

子型 (月.日) 程度 (月.日) 程度 (月日) 程度 新z)

まっしぐら Pia， 1う7 8. 14 5. 9 強 7. 30 4. 9 根強~強 8. 5 3.6 強やや強
--曹司可軍司--_.青島明司開明開開事再開鴨神骨明開司亭明--帯 明 開 骨 骨 骨 開 明 朝 開 明 骨 帽 明 朝 開 明 骨 骨 明 朝 開 骨 有 明 再 開 明 骨 骨 軍 鴨 司 亭 桐 軍 司 開 母 国M司司・-薗幽値喧圃創出幽司値値曲晶幽幽岨昌也飴幽幽岨幽幽合幽幽働岨晶幽幽幽幽幽岨・幽幽晶幽幽ーー幽幽幽晶_.幽晶副砂-_.幽-------帽明開明開--骨骨喧喧曲世値幽._--曲出合副幽世幽幽曲価値・ー・幽-_.幽・・ー・・・・・・・・・M・・・・・ a 圃.幽.陸幽睡幽幽幽幽曲幽昌也晶

ヨ ネシ ロ 乃7 7.29 5. 9 5& 8. 4 4.0 1車一一一 主主盤

たかねみのり 乃} 8.11 6. 6 i主 7. 29 6. 1 強

つがるロマン Pia. Pii 8.11 8. 1 やや強 7. 29 8. 1 やや強

藤坂 5 号 Pii 8. 9 10. 0 7. 28 9. 9 中 8. 3 7.4 

ゆめあかり Pia.1干l 8. 9 10.0 中 7. 26 9. 9 工や

注検定は多肥栽培法による。発病稼度は，いもち病抵抗性調査基準による oC憶病を認めない) ~1O (会穏普いもちに憶病する)

の11段階の指数で示した。下線は主主準品種の評価。

y) 1997~2002年及び2004年の平均。
z)東北地域における水稲葉いもち悶場抵抗性判定のための事rr基準品種による判定。
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第9表語、苧期の撞害型耐冷性検定(育成地)
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品種名

まっしぐら

中母 42

中母 35

はなの舞

ゆめあかり

ム ツニシキ

つがるロマン

むつほまれ

レイメイ

ムツホナミ

アキヒカリ

出穏期

(月.日)

8. 8 

8. 2 

8. 3 

8. 5 

8. 1 

8.11 

8. 7 

8. 4 

8. 9 

8.10 

8. 4 

1997年

不稔

歩合(%)

72. 5 

12.8 

30. 7 

23. 1 

26.1 

52.4 

51. 2 

60. 0 

83. 9 

91. 8 

80. 9 

判定
出穏期

(月日)

8. 7 

8. 6 

8. 6 

8. 9 

8. 5 

8. 9 

8. 5 

8. 7 

8. 7 

8. 9 

8. 6 

1998年

不稔

歩合(%)

43. 7 

22. 3 

29. 0 

29. 1 

52. 7 

58. 6 

53. 4 

74. 2 

73. 9 

92.1 

93. 4 

判定

極強

盤i金
援強

やや強

やや強

やや強

やや弱

やや弱

期
間
一

9
・

9

穏

一
出
ぽ
一

8
同

8

年
一
パ
則
一

Q

Z

O

一一
p
b
-
つム

間
一
稔
釘
一
丸
一
お

;
-
不
歩
一
(
:

21. 3 

60.0 

37.8 

60. 2 

87. 7 

78.0 

82.4 

92. 6 

判定

やや強

盤設

板強

やや強

強

やや強

やや弱

ごと

や

やや弱

やや強

援強

担最

根強

極強

強

やや強

中

中

8. 8 

8. 9 

8. 12 

8.11 

8. 8 

8.11 

8.10 

8.10 

品種名

まっしぐら

中母 42

中母 35

はなの}~f.

ゆめあかり

ムツニシキ

つカfるロマン

むつほまれ

レイメイ

ムツホナミ

アキヒカリ

出穏期

(月日)

8. 5 

8. 2 

8. 2 

8. 3 

8. 3 

8. 6 

8. 6 

8. 4 

8. 4 

8. 6 

8. 6 

2000年

不稔

歩合(%)

48. 3 

15.6 

20. 1 

21. 7 

53. 6 

48. 7 

43. 3 

65. 9 

70. 9 

81. 5 

77.7 

判定
H:l't'忠j羽

(月.日)

8. 6 

8. 6 

2001年

不稔

歩合(%)

33. 0 

15. 0 

21. 6 

28. 9 

23. 3 

32. 2 

42. 5 

46. 0 

68. 4 

63. 7 

定
日i穏期

(月.日)

8. l3 

8. 12 

8. 12 

8. 14 

8.l3 

8. 13 

8. 13 

8. 12 

8. 13 

8. 13 

8. 13 

2002年

不稔

歩合(%)

69.8 

37. 2 

45.0 

54. 8 

77.4 

80. 9 

89. 7 

94. 9 

94.7 

98.4 

98.4 

判定

やや強~強

極~m

盤強一

強

やや強

やや強

中

i干l

』乙

1ード

中

やや5rt!

極強

盤強-

i極強

やや強

やや強

日食

』乙

やや弱

中

8. 7 

8. 6 

8. 8 

8. 6 

8. 5 

8. 6 

8. 7 

8. 3 

やや強

強盈

強

強

強

やや強

ペ3

~~ 

~~ 

品稜名

2004年

出穏期 不稔
判定 判定

(月.日) 歩合(%)月.日) 歩合(%)

まっしぐら 8. 8 24. 6 強 8. 2 22.7 強

中 母 42 8. 3 11. 9 根強 7. 31 11. 7 盤強一

中 母 35 8. 5 18.5 盤強 7.30 17.2 強~極強

はなの舞 8. 7 24. 2 強~極強 8. 1 17.6 強~援強 8. 7 26. 7 強~極強

ゆめあかり 8. 5 27.0 強 8. 1 21. 3 強 8. 5 43.4 やや強~強

ム ツニシキ 8. 7 31. 9 強 8. 3 34. 6 やや強 8. 9 46.0 やや強

つがるロマン 8. 7 30.0 強 8. 3 33. 9 やや強 8. 7 49. 2 やや強

むつ ほ ま れ 8. 5 39.8 やや強 8. 1 43. 0 中 8. 6 63. 5 中

レイメイ 8. 6 50.6 ごと 8. 1 44λ7 8. 7 67.8 ごと

ムツホナミ 8. 7 61. 4 やや弱 7.30 75.1 弱 8. 8 81. 4 やや弱

アキヒカリ 8. 5 61. 1 やや弱 8. 1 68. 9 弱 8. 6 79. 6 やや弱

注検定は恒温i架水法による。水温を19.2't>19. 5
0C，水深を25cmとし幼穏形成期直前の7月上旬から穏揃期の8月中旬までの

約40日間にわたり循環濯i取を行った。下線は基準品種の評価。 2002年は不稔の発生が多かったため， Iやや弱j以下の判定は

できなかった。

出穏期

2003年

不稔

王子均

出穏期

(月日)
判定

8. 7 

8. 5 

不稔

歩合(%)

46.0 

18. 7 

やや強

盤強一
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第10表 開花期の障害型酎冷性 検 定 ( 青 森 農 林 総 研 藤 坂 稲 作 研 究 部 ， 2003年)

品種名

品検名

処理

IJ前台日
(月日)

処線

終了日

(月.百)

l穏 y)

籾数

(~，立)

不稔y'

歩合

(%) 

判定z)

まっしぐら 8. 2 8. 18 66 47. 2 強

ゆめあかり 8. 2 8. 18 87 40. 2 強

コイヒメ 8. 2 8. 18 68 45. 5 

カグヤモチ 7. 25 8. 10 81 47. 0 強

つカfるロマン 8. 6 8. 21 58 47.2 強

むつほまれ 8. 2 8. 18 74 90. 6 やや弱

ふ系 94号 8. 6 8. 21 5δ 94.4 土全盛

)3:. 人工気象窓で，出秘日から18t・16日間の低温処理を行った。
y)調査i総数2C穏の平均 zJ 同如土基準品種の評価。

第11表穂発芽性検定(生産力検定試験，育成地)

1997年 1998if 1999ij三 2000年

発芽 判定 発芽 判定 発芽 判定 発芽 判定

程皮 絞皮 程度 程度

2001年

発芽 判定

程度

まっしぐら 3. 3 難 3. 2 難 o. 5 ~Ht 4.9 やや難 3. 0 やや難

ムツニシキ 3. 3 

あきたこまち 3.1 務t 3. 3 やや難 3. 2 難

つカfるロマン 4. 2 やや難 4. 0 主主盤 2. 2 主主錐 4. 2 土史豊住
ゆめあかり o. 9 明主 4.8 全企盤

むつほまれ 5.2 tや 4.8 6. 0 6. 3 

2002年 2004iF 

品稜名 ヲ件苦う刊f. 判定 ダプモじケAドミ 判定 総合判定

程度 f:'E)支 程度

まっしぐら 5. 5 綴難 5. 7 難~やや難 5. 6 難 難

ムツニシキ一一 一 一 一一 難

あきたこまち 6. 2 難 5.8 やや難 5. 9 難 難

つがるロマン 6.6 主主豊臣 6.4 主主錐 6. 6 主主主主 主主盤

ゆめあかり 6.5 やや難 5. 6 難 6. 5 やや難 やや難

むつ lままれ 7. 0 7. 8 一三し 7. 7 ~ 

i主.発芽温度は23~250C 。発芽程度は達観で調査した平均値で， 1 (発芽率 1~1O%) ~10 (発芽率91~
100%)で示した。下線は基準品種の評価。

第12表 登熟調査(生産力検定試験，育成地)

5. 8 中

6.1 中

3.8 主主盤
5. 8 中

倒伏 1穏当た 校梗別籾数割合 ぱ~たり 玄米粒数歩合・登熟歩合z)

試験年次 品種名 程度 り1刃数 一次校梗 一次校梗 籾 数 一次枚梗 一次校梗 全体

(0-5) (絞) (%) (%) (x 100粒) (%) (%) (%) 

まっしぐら 0.0 85. 6 54. 3 45. 7 376 87. 5 67. 0 78.2 

2002年
むつほまれ 0.0 89.4 52. 9 47.1 386 91. 0 70. 1 81.1 

ゆめあかり 0.0 85. 6 53.1 46. 9 395 86. 7 64. 2 76.4 
つカ古るロマン 0.8 87. 8 51. 7 48. 3 377 88. 6 63. 3 76.4 

まっしぐら 0.0 89. 8 50. 5 49. 5 315 91. 0 78. 8 84. 8 

20例年
むつほまれ 0.8 98.4 47. 7 52.3 375 92. 5 73. 6 82. 2 

ゆめあかり O. 8 86. 8 51. 0 49.0 345 92. 9 77.5 85. 3 

つがるロマン 1.3 89. 5 52. 9 47. 1 349 94. 6 82.5 88. 8 

注 z)粒厚1.9mmの綴い上に残った玄米 (2002年)，比重1.06の塩水で沈下した籾数 (2004年)の割合。
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4. 収量性

生産力検定試験における収量調査結果を第13表

に示したO 立っしぐら'の玄米重は， ‘ゆめあ

かり'よりやや高く， ‘むつほまれ'よりやや低

かった O ‘まっしぐら'の玄米重が‘むつほま

れ' よりやや低いのは，ぱ当たり籾数が少ないた

めと考えられた。また ‘ゆめあかり. より玄米

重がやや高いのは rrl当たり籾数は少ないもの

の，玄米千粒重が 19経度重いためと考えられた。

‘まっしぐら'の玄米千粒重は， ‘むつほまれ'

並からやや重く， ‘ゆめあかり'より重かったO

5. 品質及び食味

(1) 玄米品質

生産力検定試験における玄米品質の観察調査結

果を第13表・第14表に示した。 ‘まっしぐら'の

玄米品質は腹自及び乳白の発現が少なし ‘むつ

ほまれ' ‘ゆめあかり'並に良好で、あったO

第14表 玄米品質調査(生産力検定試験，育成地)

試験年次 品稜名 品質w) 光沢x) 色沢y) 青未熟z) JJ支i主主7 心白 z)

まっしぐら 4. 5 やや良 中 極少 稀 稀

2002年むつほまれ 4. 5 やや良 中 級少 稀 緩少
ゆめあかり 4. 5 やや良 中 稀 篠少 無

まっしぐら 4. 0 やや良 やや淡 稀 1!\~ 無

2003年 e むつ lままれ 4.3 中 中 稀 無 無

ゆめあかり 3. 5 やや良 ややi炎 稀 無 無

まっしぐら 4. 3 ややiミ ややi炎 稀 稀 無

2004"1三むつ lままれ 4. 5 やや良 やや淡 稀 稀 然

ゆめあかり 4. 3 やや良 やや淡 稀 稀 稀

注.探))~ (窒素;成分基IJ~O. 8+追肥0.2kg/a. 追加i時期は幼秘形成娘。

w) 1 (上j二) ~9 (下下)の9段階。 x) 極良~様不良の7段階。 y)極i炎~板淡の7段階。
z) 4!!~~援の10段階。

第15表揖精試験(生産力検定試験，育成地)

…
町
一
紗
…
紗
稀
一
然
組
長
無
稀
無

門

e
マ一

茶米χ)

1111， 
主任

11lt 

稀

稀

illE 

ll1E 

111E 

~\~ 

品種名
試験
年次

3ミ米y)

白皮

50干少

J向精 !民芽z)

歩合残存 自皮y)

(%)率(%)

Q
U
F
O
A
A
 

門

i
n
y
7
'

『
υ

勺

δ

q

J

4A
門

i
1
-

n
H
V
β
h
V

問、υ

1
Sム

τ
B
A

4ム
旬

I

nり

1
1
1
aム
宅

S
よ

ハ
叫
d

ハ
叶
J
V
A吋
d

A
u
d
w
h
υ

。，“

o
o
q‘
Q
U
 

宅

'A
唱

E
A
1
gム

ら

れ

り

ぐ
ま
か

し

は

あ

っ
つ
め

ま

む

ゆ

お
十つルハ川UA

U
 

つゐ

60;]'少

掲精!長芽万
歩合残存 白皮y)

(%)率(%)

盟，.A 5.8 39.3 

90. 0 4. 0 40. 9 

90. 7 6. 9 39. 2 

70秒

J島総正芽五

歩合残存 自度y)

(%)率(%)

89. 5 4. 1 40. 3 

88. 8 3. 1 42. 4 

89. 7 5. 0 40. 4 

80秒

t.~ð精 ))f 5FZ )
歩合残存 白度y)

(%)ネ(%)

88. 2 3. 9 41. 6 
88. 0 3. 6 43. 0 

88.7 3.8 41.6 

品種名
試験
年次

玄米y)

白度

50秒
J鳥精匝芽訂
歩合残存 白皮y)

(%)率(%)

。ム

0
0
0
0

P
O
A
A
d
q
 

q
J

つd
q

J

0
0
τ
i
n
d
 

n
U
Q
d
'
i
 

1

1

1

i

 

nu
つ
白
日
U

T
i

唱

え

っ
'U

A
吋

d

A

w

d

A
吋

d

1
i
7
e
n
b
 

n同
d

ハ
同
d

ハ
叶
d

1
1ム
宅

ge占
噌

2
よ

ら

れ

り

ぐ
ま
か

し

ほ

あ

っ
つ
め

ま

む

ゆ
年

内

Jnu 
ハUっ“

6C秒
捻務匝芽iT
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91.5 8.7 35.4 
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;
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80秒

掲精匝芽iT
歩合残存 自度y)

(%)率(%)

89. 2 3. 1 39. 2 

89. 2 1. 9 38. 7 

90. 1 5. 4 38. 2 

品種名
試験
年次

玄米y)

白度

40秒
鵠精雇芽訂
歩合残存 白夜y)

(%)率(%)

50秒
捻精匝芽お
歩合残存 白度y)

(%)率(%)

60秒

捻精 sf5FzJ

歩合残存 白度y)

(%)率(%)

70秒
崎務 sf芽z)

歩合残存 白度y)

(%)率(%)

まっしぐら 21. 7 91. 2 14.2 39.2 90.4 4.0 40.7 89.8 1. 2 42.0 89. 1 0.4 42.8 

2004年むつほまれ 20. 7 92. 2 15. 9 36. 7 91. 4 6. 7 38. 7 90. 6 3. 1 40. 5 89. 9 2. 9 41. 6 

ゆめあかり 21. 3 91. 0 8. 0 38. 4 90. 4 3. 8 39. 6 89. 5 2. 7 40. 4 88. 7 2. 7 41. 7 

i主.材料は生産力検定試験標肥区産米を使用。捻絡はkett試験用揚精機TP 2型を使用。試料100go下線は適捲精時の掲精歩合を示
す。

y) kett白度計C300-3裂を使用。 2国平均o
z) sf芽残存程度に応じて1.0 (大) ・0.5(中) ・O.3 (小) ・0.1(極ノト)の係数を乗じた合計値。
各200粒の2国平均。
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(2) 揖精特性

生産力検定試験における揚精試験の結果を第15

表に示した。 ‘まっしぐら'の玄米自度，適揖精

時の掲精歩合・目玉芽残存率・精米白度及び掲精に

要する時間は‘むつほまれ' ‘ゆめあかり'並で

あった。

(3) 食味

生産力検定試験における食味官能試験結果を第

16表に，あおもり米優良品種の選定試験における

食味官能試験結果を第19表に示した。 ‘まっしぐ

ら'の食味は‘つがるロマン'並の「上中jで，

‘ゆめあかり'よりややまさり， ‘むつほまれ'

より明らかにまさった。

(4) 理化学的特性

生産力検定試験における白米の理化学的特性に

ついて調査した結果を第17表に示した。 ‘まっし

ぐら'の蛋自費合量は‘むつほまれ' ・ゆめあか

り' ‘つがるロマン'よりやや低く，アミロース

含量は‘ゆめあかり'より高いが， ‘つがるロマ

ン' ‘むつほまれ' より低かった。また，アミロ

グラム特性は，最高粘度・ブレークダウンともに

‘むつほまれ' ‘ゆめあかり' ‘つがるロマン'

より優れ，食味推定値(味度)は‘むつほまれ'

‘ゆめあかり'より高く ‘つがるロマン'並に良

好であった。

V.奨励品種に指定された理由及び試験成鑓

青森県産米は，主に‘つがるロマン'が家庭食

用として， ‘ゆめあかり'と ‘むつほまれ'が業

務用として販売されている O また， ‘つがるロマ

ン'は気候温暖な津軽中央地帯を中心に， ‘ゆめ

あかり' と ‘むつほまれ'は津軽西北地帯及び南

部平野地帯のヤマセ気象を受けやすい地域を中心

に普及しているO

‘ゆめあかり'は， ‘むつほまれ'及び一部の

早生品積の代替として奨励され， i中生の早」熟

期の品種としては良質・良食味であるが，いもち

病抵抗性と収量性が不十分であり，また， ‘むつ

ほまれ'は，多収であるが食味とillit冷性が不十分

な特性を有している O このため，業務用米につい

ては，生産の安定と販路拡大を図る上から，これ

ら雨品韓の欠点を改良し食味の優れる品種が望

まれていた。

このような状況の中， ‘まっしぐら'は1999年

から， iあおもり米優良品種の選定試験(水稲奨

励品種決定調査)Jに供試され，奨励品種候補と

第16表 食味官能試験(生産力検定試験，育成地)

基準品種
産米 まっしぐらの食味評価z)

試験年月日 実施者数
年次 総合評価 外観 香り 味 粘り 硬さ

1997年 O.600' O. 100 O. 000 O. 200 O. 700" O. 600帥 1998. 3. 2 10 

つがるおとめ 1998年 0.692材 0.231 0.154 0.308' 0.846町一O.615" 1998. 12. 18 13 

平均 O. 646 O. 166 O. 077 O. 254 O. 773 -O. 008 

1998年 O.250 -O. 167 O. 000 O. 250 O. 417 -O. 167 1999. 1. 5 12 

1999年 O.389料 O.111 -O. 056 O. 278 O. 500" -O. 389' 2000. 2. 7 18 

O. 154 O. 000 -O. 154 O. 000 O. 231 -O. 231 2000. 2. 10 13 

2000年 O.050 O. 150 -O. 050 O. 050 -O. 050 O. 500柿 2∞1. 1. 11 20 

O. 176 O. 000 O. 000 O. 000 O. 176 -O. 353 2001. 1. 15 17 

20例年 O. 524 O. 238 O. 048 O. 190 O. 571帥 - O. 667" 2001. 12. 11 21 

O. 310 O. 207' O. 000 O. 034 O. 379' 一O.207 2001. 12. 19 29 

2002年 O. 286事 0.071 -0.143 0.000 0.500布一0.214 2002. 12. 13 14 
つがるロマン

O. 053 O. 158 -O. 105 O. 053 O. 053 O. 000 2003. 1. 14 29 

2003年 0.083 0.167 0.000 0.000 0.250 0.083 却03.12.17 12 

O. 455 O. 273 O. 000 O. 273 O. 545帥-O. 455' 2003. 12. 19 11 

20例年 O. 000 O. 000 -O. 125 -O. 063 -O. 063 -O. 125 2004. 12. 13 16 

O. 267 O. 067 O. 000 O. 067 O. 333 -O. 333 2005. 1. 17 15 

平均 O. 231 O. 098 -O. 045 O. 087 O. 296 -O. 286 

注.生産力検定試験標肥区産米を供試。

z)総合・外銭・香り及びn未については+3 (基準よりかなり良い)--3 (基準よりかなり不良)，粘りについては+3 (恭準
よりかなり粘る)--3 (基準よりかなり粘らない)，硬さについては+3 (基準よりかなり硬い)--3 (恭準よりかなり軟

らかい)による。

，叩l土t検定の結果，基準品種との号室がそれぞれ5%， 1 %， 0.1%水準で有意であることを示す。
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品種:'s

まっしぐら

生産

年度

1997年

1998年

1999if~ 

2000ifo 

2001ifo 
2002ifo 
2003年

青森農林総研研報第41号 (2007)

第17表 白米の理化学的特性(育成地)

白米成分(%)

蛋白質t) アミロース凶

6. 1 

6. 5 18.6 

6. 2 16.5 

6.0 17.3 

7. 2 18.8 

6. 6 19.2 

19.9 

白米粉のアミログラム特性v) 食味推定億w)

最高粘度 ブレークダウン (味皮)

553 

722 

565 

484 

525 

244 

370 

273 

200 

277 

87 

90 

78 

80 

87 

82 

90 

79 
王子均 l~ ~4 M 

平均 2yl 6. 5 18. 4 580 284 制

不均 3z) 6. 5 18. 4 585 282 83 

1997年 6.2 一一 74 

1998年 6.8 19. 7 520 213 77 

1999年 6.2 17.6 685 332 70 

2000年 6.3 18.5 一一 78

20例年 7.5 19.8 508 271 72 

むつほまれ 2002年 6. 9 20. 4 488 202 70 

2003年 7.5 20. 8 499 231 65 

2004年 6.5 19.5 561 293 69 

平均 l~ ~7 72 
平均2y) 6.8 19.5 544 257 72 

平均3z
) 6.8 19.4 548 266 71 

1997年

1998ifo 
1999年 6.2 15.6 685 340 74 

2000年 6.2 16.5 一一 83
2001;ド ~5 1&6 ~4 n1 ~ 

ゆめあかり 2002年 7. 0 19. 1 495 208 80 

2003年 6.8 19. 3 524 252 84 
77 

王子均 1
王子均 2y) 

平均3z) 6. 7 17. 8 568 278 80 

1997年 6.1 88 
1998年 6.7 19.2 525 220 90 

1999年 6.5 17.3 663 322 80 

2000年 6.5 17.6 85 

2001年 7.8 19. 2 510 267 84 

つがるロマン 2002年 6.9 19.6 495 223 81 

2003年 7.4 20. 4 497 233 89 

2004年 6.5 19. 5 554 286 81 
平均 1x) 6.8 一 一 一 85 

平均2y) 6. 9 19. 0 541 259 84 

平均 3z) 6. 9 18. 9 544 266 83 

i主生産力検定試験標肥区の精玄米を約90%の白米に矯精し供試した。

οプラン・ルーペ社インフラライザ-450型 u)プラン・ルーベ社オートアナライザー亙型，

v) ブラベンダ一社ピスコグラフPt-lOO裂 w)東洋精米機製作所トーヨ一味皮メーターで測定。

x)平均 1: 1997-2004年の平均。(ただしアミログラム特性については. 2000年を除く。)

y)平均2: 1998-2004年の平均。(ただしアミログラム特性については. 2000年を除く。)

が平均3: 1999-2004年の平均。(ただしアミログラム特性については. 2000年を徐く。)



37 

青森農林総研研報第41号 (2007)

して検討されてきた。その結果，第18表~第20表

に示したように， ‘まっしぐら'は，食味ゃいも

ち病抵抗性が‘ゆめあかげ ‘むつほまれ'より

優れ，収量性も ‘ゆめあかり'を上回るなど栽培

特性が優れていることから， 2004年 2月に青森県

の第 2種認定品麓(奨励品謹指定前において市場

調査を行うために試作する水稲の品種)に指定さ

れた。同年，県内 4か所に「青森県水稲第 2種認

定品種試作ほ」を設置して，市場調査に必要な産

米を生産し大手の米卸業者を対象に市場調査を

行った結果(第21表) ， ‘ゆめあかり' ‘むつlま

まれ' より食味，炊飯特性，ブレンド特性が優れ

る評価を受けた。

以上の結果から， ‘まっしぐら'は県産業務用米

の競争力強化と安定生産を鴎るため， 2005年 3月

に青森県の奨励品種に指定され，普及されること

となった。

第18表 あおもり米優良品種選定基礎試験における生育・収量調査成績 (1999~2004年)

83 
総1iJf 9. 16 16. 9 O. 3 22. 4 4. 2 2よ 7. 5 70 

水稲育f'][ 9. 12 l7.7 463 O. 3 61. 7 93 21. 8 3. 9 2上 7. 4 78 
fH) 2 9. 19 76. 7 17. 6 515 O. 5 68. 4 97 22. 2 4. 3 7. 9 77 

(黒石市) むつはまれ 8. 1 9. 18 79. 3 17.3 505 1. 1 70. 5 (100) 22. 0 4. 5 2~1:I 8. 2 63 

ゆめあかり 8. 1 9. 14 79. 0 18. 0 525 1.2 64. 2 91 21. 4 4. 0 2上 8. 0 73 
青森農林様肥sI まっしぐら 8. 6 9. 23 67. 8 16. 8 415 O. 0 56.0 98 22. 8 4. 3 2上 7. 6 80 
総liJf むつほまれ 8. 5 9.21 70. 7 16. 5 424 O. 0 57. 3 (100) 22. 4 4. 6 2!1-' 8.1 67 
)f主坂稲作 ゆめあかり 8. 4 9. 19 69. 7 16. 9 442 0.1 52. 4 91 21. 8 3. 9 2_t 8. 0 77 
研究者1¥ 8. 6 9. 25 73. 6 17.5 483 1.1 58.8 100 22.4 4. 9 8. 2 72 

(ナ手IImrlil むつはまれ 8. 5 9. 22 76.4 17.0 469 O. 8 58. 9 (100) 22. 1 5.1 21ド 8. 6 60 

ゆめあかり 8. 5 9. 20 76. 5 17.6 486 1.2 53. 5 91 21. 3 4. 6 2J二 8. 4 70 

it 試験区の施)]巴ht(~授業成分)は以下の通りで. JilIJ巴はがj総D形成JUJに実施。
日It訓巴0.8+迫)]巴0.2kg/aor)基肥1.2 + ili lJ~O. 3kgl ao 
s) iJ5Jj~0. 7 +迫Jj~O. 2~0. 3kg/a (1999~200211二) .基)]~O. 7 + m)j~O. 2~0. 3kg/a (2003~200がド)。
tl 1左JJ巴1.1+追JJ巴0.2kg/a(19991，1"') ， お!と1.2ゃ追日巴O.3kg/a (2000~2001il~) ， 7l.主肥1.2+追肥O.5kg/a (2002~2004irミ) 0 

u) 0 (1ftO ~ 5 践Mi) 0 v)選別総i自は絞!尽1.9mmo w' 1 U二上)~ 9 (ドド)の9段階。
x)農林水産省東北淡政局脊森農政事務所検査。
y) 玄米中の蛍 I~I 質合:lJlo FOSS Analytical社インフラテック1255裂で測定。
z)東洋精米機製作所トーヨ一味!支メーターでiJlIJ定。

第19表 あおもり米優良品種の選定基礎試験における食味官能試験成績 (1999~2004年)

まっしぐらの食味詳側z)
基準品種Xl 試験地yl

試験
回数 士市会巳、ぷ1:1為 外観 香り I!未 粘り 硬さ

むつほまれ水稲育種部 10 0.629 O. 257 O. 013 O. 340 O. 666 -0.662 

藤坂稲作研究部 5 O. 641 O. 313 O. 083 O. 229 O. 500 O. 459 

15 O. 633 0.270 O. 029 O. 315 O. 623 -0.615 

ゆめ 12 O. 333 0.l38 -0.004 0.208 O. 287 -0.256 

藤坂稲作研究部 7 O. 257 0.070 0.019 O. 159 O. 308 -0.278 

平 均 19 O. 292 0.109 0.003 O. 182 O. 279 -0.250 

つがるロマン水稲育種部 8 O. 178 O. 086 O. 069 O. 057 O. 128 O. 298 

藤波稲作研究部 5 O. 320 O. 024 O. 000 O. 149 O. 321 -0.310 

平 均 13 O. 239 O. 108 0.110 O. 132 O. 213 -0.305 

i主 x)基準品種並びに供試品稜の米は各試験地産。
y)パネルは各試験地の職員。
z)各項目の評価は基準品種を Oとする+3 (かなり良)~ 3 (かなり不良)の7段階の平均値。
ただし粘りは+3 (かなり粘る)~ 3 (かなり粘らない)，硬さは+3 (かなり磁い)~- 3 (かなり軟らかい)の
7段階詳価の平均値。
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第21表 大手米卸業者に対する食味特性のアンケート調査結果 (2004年)

比絞品種 まっしぐらの食味特性

米釘j名 会味w) 炊飯特性x) ブレンド特性y)

A干'.!: + 1 z) o z) 

ゆめあかり B社 + 1 O 
C社 十 1 + 1 十1

平均 十 1 0 +0.7 十1 O 
D社 +1 + 1 0 十1 + 1 

むつほまれ E干上 +2 + 1 

P主主 +1 +1 +l + 1 十1

平均 十 1.3 +1 +0.7 

注.f35試玄米・木造町(現 つがる市)及び十和田市の2004年試作栽培関場産。
w)単品での食n;j(， X)炊飯後の炊増空宇など y) ブレンド品種との相性， ブレンド後の食味・食!惑の向上

z)比較品稜と比べ，優る=+ 2，やや優る口十1.比較品種並=0，やや劣る=-1，劣る =-2

39 

1 栽培i覇地並びに栽培上の注意

1 .栽培適地及び普及見込み酷積

‘まっしぐら'の栽培適地は， ‘ゆめあかり'

より熟期がやや遅く，障害型酎冷性もやや弱い

ことから，青森県のヤマセ気象の影響が大きい

津軽半島北部や下北地域等の冷i京地帯を除く地域

とし南部平野・津軽半島中部地帯においては，

気候が比較的温暖な地域のみとする O また，津軽

中央地帯など‘つがるロマン'の作{すけが主力の

地帯は捻く O 普及見込み面種は約20.000haで、ある

少し 例

こ;コまっしぐら

磁接話 まっしぐら及びつがるロマン

翠騒ーつがるロマン

1 iMf<l'央j断i~:

Il ilt事tv!j~ヒj也慌

国 Iti 部主lι~f" IÀJt首u由fむ

lV It.j初、ド型f"'i!tR'!三j;』中高1，地'm
VI十1iUi北京・ ilt経平均北郎地.m

(第2図) 0 

第2罰青森県における栽培適地
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2.栽培上の注意事項

(1) いもち病抵抗性は「強」であるが，基準訪

除を行う O

(2) 障害型耐冷性は「やや強jであるが，幼穂

形成期から10日開及びそれ以降の低温時には

深水管理を行い幼穂を保温する。

国.命名の由来

青森県産米の食味・品質の追求に「まっしぐ

らJに，そしてきまじめに取り組んでいく気持ち

を込めて， 立っしぐら' と命名した。
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A New Rice Variety 

Taisei MIKAMI， Yoichi KAWA".lじR，¥， Hiromasa YOKOY!¥MA， Masao T !¥KADATE 

Wataru KOBi¥ YASHI， Motoharu T ，¥ TEYA".L¥， Kazuharu MAEDA 

Toshimitsu NAKAHORI and Zenzo OYA1dADえ

Summary 

41 

We bred a new rice variety ‘Masshigura' at the Aomori Agriculture and Forestry Research Center. It is a norト

glutinous rice variety， with medium maturity， good eating quality and highly blast resistance. It was selected from 

the progeny of a cross between ‘Ouu 341' and 'Yamagata 40' conducted in 1993. We selected one promising line in the 

F7 progenies， and named‘Aokei 138'， It had been tested for local adaptability in Aomori Prefecture since 1999. It was 

adopted as a prerecommendation variety in 2004， and as a recommended variety in Aomori Prefecture and named as 

‘Masshigura' in 2005. 

Agronomic characters of‘Masshigura' evaluated are as follows; 

(1) It belongs to the medium maturing group in Aomori Prefecturで.Its date of heading is 1 day later than that of 

‘Mutsuhomare' and 1 to 2 days later than that of 'Yumeakari'. Its date of maturity is nearly equal to that of 

‘Mutsuhomare' and 2 to 3 days later than that of 'Yumeakari'. 

(2) The plant type is partial panicle weight type with short culm. 

(3) The lodging resistance is nearly equal to those of ‘Mutsuhomare' and ‘Yumeakari'. 

(4) The tolerance to sterility caused by low temperature at booting stage is slightly superior to that of‘Mutsuhomare' 

and slightly inferior to that of 'Yumeakari'. 

(5) It is estimated to have true blast resistant genes， Pia and乃ii.Its field r巴sistancesfor leaf blast and panicle blast 

are slightly superior to those of‘はutsuhomare'and obviously superior than those of ‘Yumeakari'. 

(6) The grain yield is slightly lower than that of‘Mutsuhomare' and slightly higher than that of‘Yumeakari'. 

(7) The appearance grade of grain is as good as those of‘Mutsuhomarε， and ‘Yumealcari'. 

(8) The eating quality of boiled rice is obviously superior than that of‘Mutsuhomare' and slightly superior than that 

of 'Y umeakari'. It is excellent and as good as that of 'Tsugaruroman'. 
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附表 育成従事者

年度 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 

ill:代
交F自1己 F2F3F4 F5 F6 Fi Fs F9 FJO Fll F12 F13 

氏名
2006"f 7月現在所属

一上選手正 O O O O 青森県民林総合研究センタ _xJ

日i村磁 -1 。 O 青森県波林総合研究センタ _XJ

tJ!i 111 裕司: 〈〉一一心 青森県農林総合研究センタ -y)

高 宮吉正男 10 「づっ 青森県段林総合研究センター

小林 渡10 01青森県農林水産部農政図芸課

舘山元若手 「 で(i

前 回一春 1 0-……ベコ

仁t 煽 主主示光 「 で つ

小山田義三 1 0

注.稜箇i去に基づく
x)水稲育種部

を示した。

青森県浜林総合研究センタ _Zl

青森県農林総合研究センターが

元職員

元職員
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写真 1 ‘まっしぐら'の草姿

注 あおもり米優良品種選定現地適応性検定試験，平賀町

(現平川市)• 2003年

写真2 ‘まっしぐら' と比較品種の稲株

注.左側が‘まっしぐら中央が ‘むつほまれ右側が‘ゆめあ
かり'
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~ ， ， f，v， -- 命令市'

併 ~ -事情 命骨骨骨

俳砂毎俳 骨骨骨骨 犠~争

叩~、、 、 tq ，情的、‘ι 、J

-れ OF ， 
去ご建場 州、

、、1 下 ~ 古 、p-..、~

叫 i負 指令 '今
A手-~々。、-、島、、 、、、

f守- ~唱。 333地

写真3 ‘まっ しぐら' と比較品種の籾と玄米

注.左側が‘まっしぐら' 中央が‘むつほまれ右側が‘ゆめあかり'
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